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このたびは、ＴＯＫＯの商品をご採用いただきましてありがとうございます。  

商品の組み立てや取り付けには、この説明書をお読みになり、正しく美しく仕上げてください。  

ここに示した注意事項は、商品の性能・機能および強度や安全性を確保する上での重要な内容です。  

施工にあたって必ずお守りください。  
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■ 工 事 店 様 へ の お 願 い  

同 梱 さ れ て い る 取 扱 説 明 書 は 、 必 ず 施 主 様 に お 渡 し く だ さ い 。  

 イスターカーテン 

   スクエアスリム パネルタイプ 扉   取付説明書 
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□施工上の注意事項 
 

① 各部材の組み立て・取り付けは、取付説明書通り確実におこなってください。 

② ねじ止め箇所は、指示してあるねじをすべて確実に締めてください。 

③ 指定の部品以外は使用しないでください。 

④ 枠の内法寸法を十分確認してください。 

⑤ アルミ部材の腐食防止のため、以下の点に注意してください。 

   (1) アルミ部材の表面に付着したモルタルや汚れは、速やかに取り除いてください。 

   (2) アルミ部材と、銅板や鉄などの異なる金属が接触しないようにしてください。 

       必要に応じて、ビニールテープ・塗装などにより絶縁処理をおこなってください。 

⑥ 扉本体は最大約 40kgと一人で扱うことができる重量ですが、安全なスペースを確保して作業を 

行なうなど、施工には十分ご注意ください。 

⑦ 施工後、ねじ類にゆるみやガタツキがないか点検してください。 

⑧ 商品の外観に有害なキズ、ヘコミ等がないか確認してください。 

⑨ 開閉作動や施解錠が正常におこなえることを確認してください。 

□必要工具類の確認 
 

 （＋）手動ドライバー ２号 （－）手動ドライバー ［先端幅 3ｍｍ程度］ 

 カッター 脚立 

 電動インパクト ハンマー 

ハンマドリル φ 2.5 キリ 

φ 14.5 キリ（コンクリート用） ブロワー 

六 角 レ ン チ  1 .5mm 
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□梱包内容の確認  

品名 形状 個数 備考 

扉 

 

必要数  

錠 付 パ ネ ル  

 

（ 目 板 ）  

 

必 要 数  

 

(扉 種 類 お よ び

扉 連 数 に よ る )  

 

受 け 框  

 

必 要 数  

 

(扉 種 類 お よ び

扉 連 数 に よ る )  

 

 

 
扉の配置や梱包数は、扉梱包箱側面の表示ラベルで確認してください。  

上枠 1右１扉－１／３ 上枠 1右 １ 扉－１ / ３ 

扉の吊元からの位置・順番 

勝手 扉一連の全梱包数量 

 
分割された扉の吊元からの位置・順番 

 ※各勝手の吊元からの順番を示す ※各勝手の吊元からの順番を示す 

【片引き右勝手２連の場合の表記例】 
右１扉－ 右２扉－ 

１／３ ２／３ ３／３ １／３ ２／３ ３／３ 

戸
先
側 

吊
元
側 

３／３に同梱 
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■ 扉 同 梱 部 品  

落しセット  必要数 

扉に同梱 

 

落し 

連結金具 

落しツボ 

止めねじ M３×４ 

パイプ 

連結金具セット 

 

必要数 

扉に同梱 

 

止めねじ Ｍ３×４ 

連結金具 

パイプ 

※小ねじトラス Ｍ4×10 

※平座金 4.5×12×1.0 

※バネ座金 M4 

（※H≦1800 の場合はなし） 

止めねじ予備セット 

 

1 袋 

扉に同梱 

 

止めねじ Ｍ３×４ 

ドリルねじ皿 4×13,D6 

 

１本 
扉に同梱 

（吊元枠蝶番高さ固定用） 

カバー 

 

必要数 
戸先側の扉に同梱 
(戸当り、召し合わせ部のみ) 

マグネットキャッチ 

 

必要数 

扉に同梱 
(戸当り、召し合わせ部のみ) 

 

マグネットキャッチ 

小ねじ皿 Ｍ3×10 

クッションゴム 

 

１個 
扉に同梱 
(戸当り、召し合わせ部のみ) 

(扉)取付説明書 

取扱説明書 

 

 

 

 

 

 

１セット 

吊元側の扉に同梱 

 

        同梱されている 

取扱説明書は、 

必ず施主様に 

お渡しください。 

注意 
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□ 扉の構成 
扉は仕様により種類が異なります。梱包箱側面に貼り付けてある梱包表示ラベルにて、扉の配置を確認してください。 

吊元枠に近い扉から吊り込む仕様になっています。 

 

□取り付け手順  

 施工は、以下の手順でおこなってください。  

   １   扉の吊り込み  

■  扉の吊り込み準備  

■  扉の吊り込み  

■  扉の連結  

   ２   落し部品の取り付け  

   ３   吊元の固定  

 ４   上枠の取り付け  

 ５   落しツボの取り付け  

 ６   目板の取り付け（片引きの場合）  

 ７   カバー・クッションゴムの取り付け（片引きの場合）  

 ８   マグネットキャッチの取り付け（片引きの場合） 

 １  扉の吊り込み 

■扉の吊り込み準備 

①吊り込み位置を確認してください。 

②(-)手動ドライバーとハンマーを使い、上枠連結部のジョイントピンをずらしてください。 

  （取り外す上枠の両端：ジョイントピン計 4 本） 

③上枠を固定しているドリルねじ鍋 4×35 を取り外して、上枠を取り外してください。 

④上枠内(下図点線部)のチリ、ほこりをブロワーで清掃してください。 

 

 
② ジョイントピン 

(-)手動ドライバー 

ドリルねじ鍋 

4×35 

上枠 

上枠 1 上枠 1右 １ 扉－１ / ３ 

扉の吊元からの位置・順番 

扉一連の全梱包数量 

 
分割された扉の吊元からの位置・順番 

 
※各勝手の吊元からの順番を示す ※各勝手の吊元からの順番を示す 

【引分け３連（１＋２連）の場合の表記例】 

右１扉－１／３ 

勝手 

右１扉－ 左１扉－ 

１／３ ２／３ ３／３ １／２ ２／２ 

左２扉－ 

２／２ １／２ 

右
吊
元
側 

左
吊
元
側 

２／２ に同梱 

清掃箇所 

③ 

ハンマー 
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■扉の吊り込み 

①扉に貼り付けてある吊り込み順番ラベルを確認し、1 番から順に吊り込んでください。 

  （数字は吊元から①、②、③・・・となっています） 

②木端などを床にしき、扉を起こしてください。 

③上枠にローラーを通して、扉を吊り込んでください。 

※ローラーの回転防止のため、回転防止材（ボール紙）で規制しています。 

回転防止材は、吊り込み時に外れて落下するようになっていますので、吊り込み前に外さないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■扉の連結 

 

 
 

 

扉は１梱包ずつ吊り込んでください。 注意 

木端など 

店
外
側 

店
内
側 

回転防止材 

吊り込み順番ラベル 

①、②・・・と吊り込み順を表示 

連結金具・連結金具用ねじは、扉に同梱されています。 

同梱されている連結金具には複数種類あります。 

取付部位に合った連結金具を使用ください。 
注意 

※芯材材質 

アルミ 

※芯材材質 

ステンレス 

下部用連結金具       中間部用連結金具     上部用連結金具 
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【上部・下部の連結】 

①連結金具を蝶番にさし込み、扉の蝶番と蝶番をあわせてください。 

②パイプを連結金具にさし込んでください。 

③止めねじ M3×4 をパイプの側面穴部に通し固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【中間部の連結】 

①連結金具を蝶番にさし込み、扉の蝶番と蝶番をあわせてください。 

②小ねじトラス M4×10 を平座金 4.5×12×1.0 とバネ座金 M4 に通して、連結金具を固定してください。 

 

止めねじ 

M3×4 
連結金具 蝶番 パイプ 

止めねじ 

M3×4 

パイプ 蝶番 連結金具 

止めネジはしっかり締め切って

ください 

しっかり締めると、パイプから

ネジ頭が突出しなくなります 

注意 パイプ 

突出無し 突出有り 

◎         ✕ 

連結金具 

蝶番 小ねじトラス 

M4×10 

 

平座金 

4.5×12×1.0 

バネ座金 

M4 
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 ２  落しの取り付け  

①落しを扉の蝶番間に取り付けてください。          ②落しと蝶番の穴をあわせて連結金具をさし込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④パイプを連結金具に下からさし込んでください。  ④止めねじ(M3×4)をパイプの側面穴部に通し 

固定してください。 

① 

② 

④ 

連結金具 

③ 

止めねじ 

M3×4 

 

止めネジはしっかり締め切ってください 

しっかり締めると、パイプからネジ頭が突出しなくなります 

注意 

パイプ 

 

 

落し 
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 ３  吊元の固定 

①吊元枠の蝶番をスライドし、扉の蝶番に乗せて高さを調整してください。 

②高さ調整した吊元枠の蝶番の下部にドリルねじ皿 4×13, D6 をとめ、吊元枠の蝶番が落ちないようにしてください。 

③上端の吊元枠の蝶番と扉の蝶番をあわせて連結金具とパイプをさし込み、止めねじ(M3×4)で固定してください。 

④その他の吊元枠の蝶番と扉の蝶番をあわせて連結金具を上からさし込んでください。 

  （戸袋納まりのように吊元枠が隠れる場合、連結金具をねじ止めする必要はありません。 

   吊元枠が隠れない場合は、本頁下部を参照ください） 

 

    ①                 ②         ③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

止めネジはしっかり締め切ってください 

しっかり締めると、パイプからネジ頭が突出しなくなります 

注意 

～吊元枠が隠れない場合～ 

吊元枠が隠れない場合は、図のように連結金具を固定してください。 

※ねじ止めしないと、外部から連結金具を抜かれてしまうおそれがあります。 

【下部の場合】                     【中間部の場合】 

①パイプを連結金具に下からさし込んでください。       ①小ねじトラス M4×10 を平座金 4.5 

②止めねじ(M3×4)をパイプの側面穴部に通し、         ×12×1.0 とバネ座金 M4 に通して、 

固定してください。                     連結金具を固定してください。 

パイプ 

① 

止めねじ 

M3×4 

 

② 

連結金具 

蝶番 

 扉 

吊元枠 

連結金具 

止めねじ 

M3×4 

 

パイプ 

ドリルねじ皿 

4×13, D6 

連結金具 

平座金 

4.5×12×1.0 

バネ座金 

M4 
小ねじトラス 

M4×10 
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 ４  上枠の取り付け 

 

 ５  落しツボの取り付け 

下記の条件に合わせて、全ての落し棒取り付け位置に合わせて床に落しツボの取り付け加工をしてください。 

  （広げた状態：全閉状態） 

 

 

  

 

 

 

 （引分けの召し合わせ部：全閉状態） 

 

 

 

 
 

 （畳んだ状態：全開状態） 

 

① 取 り 外 し た 上 枠 を ド リ ル ね じ 鍋 （ 4×35） で 取 り 付 け て く だ さ い 。  

② (-)手 動 ド ラ イ バ ー と ハ ン マ ー を 使 い 、 ジ ョ イ ン ト ピ ン を ず ら し て 上 枠 連 結 部 を 固 定 し て く だ さ い 。  

 隣 接 す る 上 枠 の 連 結 部 そ れ ぞ れ に ジ ョ イ ン ト ピ ン が 半 分 ず つ ほ ど 入 る 位 置 に し て く だ さ い 。  

 （ 取 り 外 し た 上 枠 の 両 端 ： ジ ョ イ ン ト ピ ン 計 4 本 ）  

 

小ねじトラス
Ｍ４×２５

小ねじトラス
Ｍ４×２５

小ねじトラス
Ｍ４×２０

小ねじトラス
Ｍ４×２０

穴加工　φ１４
深さ　２８．５㎜

落しツボ

加工箇所 

加工箇所 

落しツボの取り付けの際は、 

落しツボが浮かないよう 

にしてください。 

注意 

深さ 29mm 以上 

穴加工φ14.5 

加工箇所 

(-)手動ドライバー 

ジョイントピン 

ドリルねじ鍋 

4×35 

上枠 

ハンマー 

(-)手動ドライバー 

半分程度 

(30mm) 
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 ６  目板の取り付け（片引きの場合） 

 ７  カバー・クッションゴムの取り付け（片引きの場合） 

①下図を参考にストライクの高さを調整してください。 

 

②ストライク調整後、縦枠キャップからストライクの上端までの寸法を測定し、必要に応じて 

目板を丸のこ（アルミ切断刃付）で切断してください。 

 

③縦枠下端からストライクの下端までの寸法を測定し、目板を丸のこ（アルミ切断刃付）で 

切断してください。 

 

④目板を縦枠に押し込むように取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 扉 に 同 梱 さ れ て い る カ バ ー 、 ク ッ シ ョ ン ゴ ム を 用 意 し て く だ さ い 。  

② ク ッ シ ョ ン ゴ ム を 右 図 の よ う に 戸 当 り 枠 に 貼 り 付 け て く だ さ い 。  

③ カ バ ー を 右 図 の よ う に 貼 り 付 け て く だ さ い 。 下 図 の よ う な 納 ま り に な り ま す の で 、  

取 付 後 に 実 際 に 扉 を 施 錠 し 、 納 ま り の 確 認 を お こ な っ て く だ さ い 。  

錠納まり参考図(ストライク・カバー取付位置確認用) 戸当り枠納まり参考図 

②
目
板
切
断
長

 

 

 

 
②
目
板
切
断
寸
法

 

縦枠キャップ 

縦枠 

目板 
③
目
板
切
断
長

 

 

①ストライク位置参考図 

④ 錠付きパネル 

ストライク 

ロックケース 

戸当り枠 
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 ８  マグネットキャッチの取り付け（片引きの場合） 

① マ グ ネ ッ ト キ ャ ッ チ を 2 個 用 意 し て く だ さ い 。  

※ 開 口 高 が 1800mm 以 下 は 1 個 だ け 同 梱 し て い ま す 。  

② 錠 付 パ ネ ル の マ グ ネ ッ ト キ ャ ッ チ 受 金 の 位 置 に 合 わ せ 、 マ グ ネ ッ ト キ ャ ッ チ の 穴 加 工 位 置 を  

決 め 、 戸 当 り 枠 に 印 を つ け て く だ さ い 。  

③ φ 2.5 の キ リ で 、 戸 当 り 枠 に 下 穴 を あ け 、 小 ね じ 皿 （ M3×10） に て マ グ ネ ッ ト キ ャ ッ チ を  

取 り 付 け て く だ さ い 。  

※ 開 口 高 が 1800mm 以 下 は 上 部 の み 取 り 付 け て 下 さ い （ 下 部 は 不 要 で す ） 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□施工後の点検  

 

 

取り付け作業をしたねじ類の締まり具合を確認してください。 

扉の開閉テストをして、開閉に支障がないかを確認してください。 

   ・ 開閉がスムーズであること。 

   ・ 扉が完全に折りたたむこと。 

   ・ 落しがスムーズに操作できること 

お施主様に取扱説明書をお渡しください。 

② 

〒９１６－００６２ 福井県鯖江市熊田町１－１００ 

電話 （０７７８）６２－１１２２（代） 

ＦＡＸ （０７７８）６２－２２３４ 
'24.11 

③ 

錠付パネル 

戸当り枠 

35
0 

H1
80

0
以
上
：
80
9 

H1
80

0
以
下
：
27
9 

戸当り枠 

マグネットキャッチ 

小 ね じ 皿 M3×10 

マグネットキャッチ 

マグネットキャッチ受金 

錠付パネル 戸当り枠  


